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は， 1.0, 5.1 (P <0.01), 2.3 , 8.0 (P <0.01) であった。
4) ポリープ群から発生した大腸がん10{7IJの臨床経過を観ると，全例が初回検査時の組織診で腺腫と診断されていた。
また， 9{7IJがポリープと同一部位にがんを発生していた。

















発生したことが判明した10名の大腸がん症例について，病理所見の検討を行ったが， adenoma-carcinoma sequence 
を支持する成績を得た。
近年本邦においては，大腸がんは擢患率，死亡率ともに急増しており，大腸がん対策は公衆衛生上の緊急課題となっ
ている。このため老人保健事業の1っとして，大腸がん検診が広く実施されることとなった。上記の成果は，特に大
腸がん検診を効率的に推進するうえで重要な知見であり，本研究は学位に値すると考えられる。
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